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医
医
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医
師
賠
償
責
任
保
険
制
度
の

理
解
と
協
会
の
ご
利
用
を
！

ポ
ジ
ウ
ム
は
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
例
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
紛
争
予
防
と
そ
の
対
応
に
、

主
眼
を
置
く
テ
ー
マ
が
選
ば
れ

て
い
た
が
、
今
回
は
そ
れ
に
加

え
て
、
医
師
賠
償
責
任
保
険
制

度
に
も
焦
点
を
当
て
た
。

　
医
賠
責
保
険
は
、
損
保
会
社

の
社
員
も
言
う
程
に
、
我
が
国

に
お
い
て
も
極
め
て
複
雑
な
保

険
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

震
災
関
連
で
理
事
会
ア
ピ
ー
ル
 （
２
面
）

医
師
賠
償
責
任
保
険
の
対
象
範
囲
 （
２
面
）

地
区
懇
（
相
楽
、
与
謝
・
北
丹
） （
３
面
）

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
で
感
謝
状
 （
５
面
）

主な内容

　
３
月
　
日
に

１２

「
医
療
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
―

医
事
紛
争
と
医

師
賠
償
責
任
保

険
」
を
開
催
し

た
。
こ
の
シ
ン

は
医
学
・
法
学
上
の
高
度
な
専

門
知
識
と
経
験
を
要
す
る
も
の

で
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
交
通

事
故
の
保
険
の
よ
う
に
は
い
か

な
い
の
は
周
知
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
協
会
は
そ

の
複
雑
な
制
度
を
会
員
に
対
し

て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
ま

た
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
努
力
し
て
お
り
、
そ
こ
に

我
々
の
存
在
意
義
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中

で
も
、
実
際
に
言
及
さ
れ
た
こ

と
だ
が
、
１
９
９
０
年
代
後
半

か
ら
２
０
０
０
年
代
前
半
ま
で

は
、
医
事
紛
争
が
急
激
な
増
加

傾
向
を
示
し
、
そ
れ
に
伴
い
保

険
金
適
用
も
そ
れ
以
前
の
数
倍

に
及
ん
だ
。
２
０
１
０
年
代
に

入
っ
た
現
在
は
、
幸
い
な
こ
と

に
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い
る

が
、
当
時
の
影
響
は
未
だ
に
続

い
て
お
り
、
一
部
の
医
療
機
関

の
保
険
料
高
騰
に
繋
が
っ
て
い

る
。
誠
に
残
念
な
が
ら
、
そ
の

保
険
料
に
耐
え
ら
れ
ず
、
医
賠

責
を
脱
退
さ
れ
た
医
療
機
関
も

ご
く
一
部
で
あ
る
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
年
に

な
っ
て
、
再
加
入
を
希
望
さ
れ

る
医
療
機
関
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
詳
細
な
理
由

は
分
か
ら
な
い
が
、
や
は
り
　５０

年
の
医
療
安
全
対
策
の
歴
史
を

持
つ
協
会
に
、
万
一
の
際
に
は

の
経
験
が
あ
っ
た
。
根
治
手
術

を
し
よ
う
と
開
腹
す
る
と
、
が

ん
の
転
移
が
ひ
ど
く
、
が
ん
の

摘
出
は
で
き
ず
に
人
工
肛
門
だ

け
を
つ
く
っ
て
手
術
を
終
了
し

た
。
術
後
　
日
目
に
合
併
症
を

１４

併
発
し
、
対
症
療
法
で
点
滴
等

様
々
な
処
置
を
行
っ
て
い
る

と
、
少
年
の
父
親
が
治
療
を
や

め
、
退
院
さ
せ
た
い
と
申
し
で

た
。「
こ
う
な
る
ま
で
に
、
先

生
が
、
金
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
気

を
遣
っ
て
く
れ
て
い
た
こ
と
は

痛
い
ほ
ど
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
三
日
間
の
点
滴

や
、
ほ
か
の
処
置
を
見
て
い
る

と
、
家
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
、
恐
ろ
し
く
な

る
の
で
す
」
と
。
治
療
を
続
け

る
と
経
済
的
に
家
族
の
生
活
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
理
由
だ
っ
た
。
生
活
保
護
に

な
ら
な
い
か
な
ど
、
様
々
な
手

段
を
考
え
た
が
だ
め
だ
っ
た
。

こ
の
少
年
は
退
院
し
て
二
週
間

後
に
八
畳
一
間
の
自
宅
で
亡
く

な
っ
た
。
父
は
少
年
の
父
親
と

一
緒
に
酒
を
飲
ん
だ
。
今
か
ら

　
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
▼
今
は

４５ど
う
だ
ろ
う
。
国
民
皆
保
険
制

度
が
は
じ
ま
り
今
年
で
　
年
に

５０

な
る
。
高
い
保
険
料
が
払
う
こ

と
が
で
き
ず
資
格
証
を
発
行
さ

れ
た
り
、
保
険
料
は
払
え
て

も
、
窓
口
負
担
が
重
く
受
診
で

き
ず
に
病
状
が
悪
化
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
誰
で
も
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
保
険
証
を

も
っ
て
い
れ
ば
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
国
民
皆
保
険
制

度
が
崩
壊
し
て
き
て
い
る
。
医

療
を
受
け
る
権
利
、
命
の
平
等

が
奪
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
今
、
真

の
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
っ
て

い
く
運
動
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
治
）

　
生
前
、
父

の
書
い
た
原

稿
の
中
に
、

　
歳
の
少
年

１３の
直
腸
が
ん

相
談
し
た
い
と
の
こ
と
。
協
会

と
し
て
も
こ
れ
ほ
ど
有
り
難
い

こ
と
は
な
い
。
医
療
安
全
を
担

当
す
る
理
事
者
は
当
然
な
が

ら
、
事
務
局
も
一
丸
と
な
っ

て
、
困
っ
て
い
る
会
員
が
い
れ

ば
即
時
対
応
し
た
い
所
存
に
変

わ
り
は
な
い
。
各
会
員
に
は
医

師
賠
償
責
任
保
険
の
制
度
を
よ

り
熟
知
し
て
い
た
だ
き
、
万
一

の
際
に
は
、
是
非
と
も
協
会
の

ご
利
用
を
重
ね
て
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳

細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
冊
子

に
ま
と
め
て
全
会
員
に
お
送
り

す
る
予
定
な
の
で
、
送
ら
れ
て

き
た
際
に
は
、
必
ず
一
読
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
１
カ
月
が
経
過
、
わ
が
国

は
戦
後
最
大
の
危
機
の
真
只
中
に
あ
る
。
こ
の
状
況
下
、

協
会
は
４
月
　
日
の
定
例
理
事
会
で
、
復
興
を
最
優
先
さ

１２

せ
る
た
め
２
０
１
２
年
度
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時

改
定
を
凍
結
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
「
理
事
会
ア

ピ
ー
ル
」
お
よ
び
「
福
島
原
発
事
故
に
関
す
る
緊
急
声
明
」

を
取
り
ま
と
め
た
（
２
面
に
全
文
）。

　
理
事
会
ア
ピ
ー
ル
は
、
こ
の

間
の
医
療
費
抑
制
策
が
招
い
た

地
域
医
療
の
崩
壊
を
回
復
さ
せ

る
に
は
大
幅
な
報
酬
引
き
上
げ

を
求
め
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
国
難
に
あ
た
っ
て
、

復
興
支
援
や
被
災
者
の
医
療
保

障
を
優
先
的
に
求
め
る
考
え
を

示
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
　１２

年
度
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

同
時
改
定
を
凍
結
（
延
期
）、
②

被
災
者
の
医
療
を
全
額
国
庫
負

担
に
よ
る
公
費
負
担
医
療
制
度

と
し
て
創
設
　
　
を
求
め
た
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
先

立
ち
「
被
災
者
の
医
療
保
障
に

関
す
る
緊
急
要
望
」
と
し
て
８

日
に
菅
首
相
宛
に
提
出
し
た
。

　
現
在
、
地
震
被
災
者
が
医
療

機
関
に
か
か
っ
た
際
は
、
一
部

負
担
金
徴
収
猶
予
等
の
取
扱
い

（
３
月
　
日
事
務
連
絡
）
に
よ

２３

り
、
災
害
救
助
法
適
用
市
町
村

で
あ
り
、
住
家
の
全
半
壊
等
の

申
立
て
を
し
た
者
等
に
つ
い
て

は
、
５
月
末
日
ま
で
一
部
負
担

金
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
取
扱

い
と
さ
れ
て
い
る
。（
グ
リ
ー

ン
ペ
ー
パ
ー
、
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
被
災
者
窓
口

負
担
確
認
用
の
問
診
表
も
掲
載

中
）。
ま
た
報
道
に
よ
る
と
、

政
府
が
今
月
中
に
国
会
提
出
を

目
指
す
第
一
次
補
正
予
算
に
、

被
災
者
の
一
部
負
担
金
と
保
険

料
を
国
費
で
負
担
す
る
方
針

で
、医
療
・
介
護
総
額
で
１
０
０

０
億
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
緊
急
要
望
は
、
政
府
が
被
災

者
の
医
療
・
介
護
保
障
に
柔
軟

な
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を

評
価
し
つ
つ
も
、
こ
の
よ
う
な

災
害
に
よ
る
非
常
事
態
時
に

は
、
従
来
の
保
険
制
度
の
枠
組

み
を
超
え
た
医
療
保
障
の
仕
組

み
を
公
費
負
担
医
療
と
し
て
創

設
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
さ
ら

に
、
現
状
で
の
取
扱
い
は
、
医

療
機
関
が
窓
口
で
患
者
の
「
判

定
」
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
も
な

り
、
心
理
的
・
実
務
的
負
担
も

大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
公
費
負
担
医
療
の
対
象
は

基
本
的
に
被
災
地
域
の
住
民
ま

た
は
旅
行
者
で
あ
る
こ
と
の
み

を
条
件
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
公
費
負
担
の
範
囲
に
つ

い
て
は
、
被
災
地
域
の
保
険
者

に
か
か
る
負
担
を
考
え
、
一
部

負
担
金
部
分
だ
け
に
限
定
せ

ず
、
医
療
費
の
全
額
を
国
庫
負

担
と
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

　
震
災
に
関
連
し
て
協
会
は
こ

の
間
、
医
薬
品
安
定
供
給
に
関

し
て
以
下
の
緊
急
要
請
を
菅
首

相
、
細
川
厚
労
相
宛
に
行
っ
て

い
る
。
①
チ
ラ
ー
ジ
ン
Ｓ
の
緊

急
輸
入
、
海
外
支
援
要
請
（
３

月
　
日
）、
②
エ
ン
シ
ュ
ア
・
リ

１７

キ
ッ
ド
代
替
品
の
臨
時
的
な
保

険
適
用
（
４
月
４
日
）
―
。
①

は
厚
労
省
の
要
請
で
緊
急
輸
入

し
た
製
品
の
出
荷
が
す
で
に
始

ま
っ
て
い
る
。
②
は
生
活
保
護

受
給
者
に
は
一
時
的
措
置
と
し

て
、
実
質
相
当
額
が
給
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
被
災
者
が
避
難
先
で

予
防
接
種
を
受
け
る
取
扱
い
に

つ
い
て
、
府
内
市
町
村
の
差
異

の
状
況
を
調
査
中
で
あ
る
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
代
議
員

会
の
議
長
、
副
議
長
の
任
期

（
２
年
）
が
、
２
０
１
１
年
４
月

　
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

３０任
期
終
了
に
あ
た
り
新
代
議
員

か
ら
議
長
、
副
議
長
を
選
出
致

し
ま
す
。
規
約
第
　
条
及
び
選

１９

出
内
規
に
よ
り
、
次
の
要
領
で

行
い
ま
す
。

　
▽
公
示
＝
４
月
　
日
（
水
）

２０

（
京
都
保
険
医
新
聞
第
２
７
８

２
号
）

　
▽
立
候
補
締
切
日
時
＝
４
月

　
日
（
月
）
午
後
４
時

２５　
▽
選
挙
す
る
役
職
名
＝
代
議

員
会
議
長
１
人
、
副
議
長
１
人

　
▽
任
期
＝
２
カ
年
：
２
０
１

１
年
５
月
１
日
～
２
０
１
３
年

４
月
　
日
３０

　
▽
選
挙
日
程
・
場
所
＝
５
月

　
日
（
木
）
午
後
２
時
　
分
か

１２

１５

ら
、
ビ
ル
葆
光
（
ほ
ー
こ
ー
）

７
階
ホ
ー
ル
（
中
京
区
室
町
通

御
池
南
西
角
　
緯
０
７
５
・
２

１
１
・
４
１
７
１
）
に
て
、
第

１
８
１
回
臨
時
代
議
員
会
を
開

催
し
選
挙
を
行
う
。

　
※
選
出
内
規
第
　
条
に
よ

１６

り
、立
候
補
届
出
の
あ
っ
た
候
補

者
が
定
数
以
内
の
と
き
は
投
票

を
行
わ
ず
、京
都
府
保
険
医
協
会

代
議
員
会
議
長
が
候
補
者
を

も
っ
て
当
選
人
と
決
定
し
ま
す
。

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立
候

補
届
出
書
は
本
協
会
の
所
定
の

様
式
を
使
用
し
、
所
定
の
候
補

者
経
歴
表
を
添
付
し
て
立
候
補

締
切
日
時
ま
で
に
、
本
人
が
京

都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
会
議

長
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
立
候

補
届
出
書
及
び
候
補
者
経
歴
表

は
本
協
会
事
務
局
に
あ
り
ま

す
。（
選
出
内
規
第
５
条
及
び

第
６
条
、
第
７
条
）

　
▽
所
信
表
明
＝
投
票
に
よ
る

選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
各

候
補
者
は
代
議
員
会
で
所
信
表

明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。（
選
出
内
規
第
９
条
）

　
▽
選
挙
公
報
＝
投
票
に
よ
る

選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
京

都
府
保
険
医
協
会
代
議
員
会
議

長
は
立
候
補
届
出
書
等
の
書
類

審
査
の
う
え
、
速
や
か
に
選
挙

公
報
を
作
成
し
、
代
議
員
及
び

予
備
代
議
員
に
送
付
し
ま
す
。

（
選
出
内
規
第
　
条
）

１０

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

　
京
都
府
保
険
医
協
会

は
、
理
事
長
・
副
理
事
長
・

監
事
の
選
挙
公
示
を
４
月

５
日
（
本
紙
第
２
７
８
１

号
）
に
行
い
、
立
候
補
届

出
を
４
月
　
日
午
後
４
時

１２

に
締
め
切
っ
た
と
こ
ろ
、

す
べ
て
定
数
内
の
立
候
補

で
あ
っ
た
た
め
、
投
票
を

行
わ
ず
代
議
員
会
議
長
が

候
補
者
を
も
っ
て
当
選
人

と
決
定
し
た
（
選
挙
規
定

第
　
条
）。

１６
　
氏
名
は
下
掲
の
通
り
。

理
事
長
は
現
職
の
関
浩

氏
、
副
理
事
長
は
林
一
資

理
事
の
み
新
任
で
、
４
人

の
副
理
事
長
及
び
監
事
が

再
選
さ
れ
た
。

　
任
期
は
２
０
１
１
年
６

月
１
日
よ
り
２
０
１
３
年

５
月
　
日
ま
で
。

３１

新代議員の方々へ

議長、副議長選挙の公示

１２年度の診療・介護報酬改定凍結も

震震震震震震震震震震震震
災災災災災災災災災災災災
救救救救救救救救救救救救
援援援援援援援援援援援援
募募募募募募募募募募募募

震
災
救
援
募
金金金金金金金金金金金金金

にににににににににににに
ごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力
をををををををををををを

に
ご
協
力
を
！！！！！！！！！！！！！

新副理事長に林一資氏

再
選
さ
れ
た
関
理
事
長

（
右
）と
新
た
に
副
理
事

長
に
選
出
さ
れ
た
林
氏

関
理
事
長
が
再
選

協
会
役
員
選

理 事 長
　関　　　浩（宇治久世）　再
副理事長
　垣田さち子（西　　陣）　再
　鈴木　　卓（中京西部）　再
　内田　亮彦（下京東部）　再
　増田　道彦（宇治久世）　再
　林　　一資（西　　京）　新
監　　事
　鈴木　由一（西　　陣）　再
　名倉　良一（伏　　見）　再

（届出順、敬称略）

被災者の医療保障で要被災者の医療保障で要望望

あ
る
診
療
所
窓
口
で
の
募
金
の
も
よ

あ
る
診
療
所
窓
口
で
の
募
金
の
も
よ
うう ■口座番号　京都銀行　本店　普通　

５０５８４０６
■口座名義　京都府保険医協会 東北
地方太平洋沖地震救援募金 理事長関
浩（キョウトフホケンイキョウカイ トウホクチホウタイヘイヨウオ
キジシンキュウエンボキン リジチョウセキヒロシ）
※京都銀行ＡＴＭからなら手数料無料
日本赤十字社を通じて被災地の支援に役立てます
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２
０
１
１
年
３
月
　
日
に
東

１１

日
本
を
襲
っ
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
及
び
長
野
県
北
部
の

　
わ
た
し
た
ち
京
都
の
保
険
医

は
、　
年
度
の
診
療
報
酬
・
介

１２

護
報
酬
同
時
改
定
に
お
い
て
、

大
幅
な
引
き
上
げ
を
政
府
に
対

し
て
求
め
る
こ
と
を
考
え
て
き

ま
し
た
。　
年
か
ら
　
年
ま
で

００

１０

の
　
年
間
の
医
療
費
抑
制
策

１０
が
、
病
院
勤
務
医
の
労
働
条
件

悪
化
や
地
域
医
療
崩
壊
を
招
い

て
き
た
か
ら
で
す
。

被
災
地
の
地
域
医
療
の
復
興
支

援
や
、
被
災
地
・
被
災
者
の
医

療
保
障
が
優
先
的
に
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
次
回
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
同
時
改
定
は
、
国
民
の

将
来
の
社
会
保
障
の
あ
り
方
を

拙
速
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
私
た

ち
は
、
以
下
の
２
点
を
政
府
に

求
め
ま
す
。

　
一
、
２
０
１
２
年
度
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
を
凍

会
な
ど
、
関
係
各
方
面
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
上
記
２
点

の
実
現
の
た
め
、
ご
努
力
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

２
０
１
１
年
４
月
　
日
１２

 

京
都
府
保
険
医
協
会

 

第
　
回
定
例
理
事
会

２０

左
右
す
る
重
要
な
改
定
で
あ

り
、
大
震
災
の
対
応
で
議
論
の

時
間
が
十
分
と
ら
れ
な
い
ま
ま

　
し
か
し
、
こ
の
未
曽
有
の
大

震
災
に
よ
る
多
く
の
被
災
者
、

社
会
資
源
の
損
失
を
思
う
と
、

結
（
延
期
）
す
る
こ
と
。

　
一
、
被
災
地
・
被
災
者
に
対

す
る
医
療
を
全
額
国
庫
負
担
に

よ
る
公
費
負
担
医
療
制
度
と
し

て
創
設
す
る
こ
と
。

　
政
府
、
財
務
省
、
厚
生
労
働

省
、
衆
参
両
国
会
議
員
、
健
康

汚
甥

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

理
事
会

ア
ピ
ー
ル

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
を
優
先
す
る
た
め
に

　
年
度
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
を
凍
結
（
延
期
）し

１２被
災
地
・
被
災
者
の
医
療
を
公
的
に
保
障
す
る
こ
と
を
求
む

　
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
、
生
活
の
基
盤
を
失

わ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
の
お

悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
回
の
福
島
原
発
事
故
は
、

原
子
力
＝
核
の
平
和
利
用
と
呼

ば
れ
る
原
発
の
危
険
性
を
、
い

や
原
発
だ
け
で
な
く
使
用
済
み

核
燃
料
を
含
む
す
べ
て
の
核
と

そ
の
利
用
の
持
つ
危
険
性
を
、

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
に
あ
ら

た
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

　
放
射
性
物
質
に
は
、
放
射
能

の
半
減
期
が
人
の
生
涯
と
比
べ

れ
ば
無
限
と
も
思
え
る
時
間
を

要
す
る
も
の
も
存
在
す
る
が
、

我
々
は
核
の
放
射
能
が
自
然
に

減
弱
す
る
の
を
待
つ
ほ
か
、
放

射
能
を
本
質
的
に
減
弱
さ
せ
る

す
べ
を
持
た
な
い
。
そ
し
て
放

射
性
物
質
か
ら
出
た
放
射
線
の

人
体
へ
与
え
る
障
害
に
量
的
閾

値
は
な
い
。
一
方
あ
る
値
を
超

え
た
被
曝
か
ら
人
を
救
う
手
だ

て
も
我
々
は
持
た
な
い
。
そ
の

放
射
性
物
質
が
、
人
の
住
む
環

境
に
高
濃
度
に
排
出
さ
れ
、
広

範
に
広
が
り
、
な
お
未
だ
そ
れ

安
全
委
員
会
を
廃
止
し
、
独
立

し
た
公
平
で
透
明
性
と
権
限
が

保
障
さ
れ
真
の
安
全
を
担
保
で

き
る
（
脱
原
発
を
も
進
言
し
う

る
）
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
。

「
脱
原
発
に
向
け
て
」

　
な
に
よ
り
も
電
力
の
原
子
力

依
存
か
ら
脱
却
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
全
力
を

尽
く
す
と
同
時
に
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
改

善
に
尽
力
す
る
こ
と
―
そ
れ
で

も
な
お
そ
の
選
択
と
実
行
に
時

間
が
か
か
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ま
で
に

下
記
は
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ⅰ
、
原
発
と
関
連
原
子
力
施

設
の
新
設
を
行
わ
な
い
（
工
事

中
の
も
の
は
中
止
）。

　
ⅱ
、
地
震
の
恐
れ
の
大
き
い

場
所
に
あ
る
原
発
、
老
朽
化
し

た
原
発
の
運
転
中
止
と
対
策
。

　
ⅲ
、
六
カ
所
再
処
理
工
場
の

運
転
停
止
。

　
ⅳ
、
高
速
増
殖
炉
計
画
の
中

止
。

 

２
０
１
１
年
４
月
　
日
１２

 

京
都
府
保
険
医
協
会

 

第
　
回
定
例
理
事
会

２０

が
制
御
出
来
ず
、
可
能
だ
と
し

て
も
そ
の
一
応
の
収
束
に
は
少

な
く
と
も
　
年
以
上
か
か
る
の

１０

が
福
島
原
発
事
故
で
あ
る
。
核

の
利
用
が
人
の
行
う
も
の
で
あ

り
、
人
知
が
無
限
で
な
い
限

り
、
再
び
「
想
定
外
の
事
態
」

が
発
生
し
な
い
と
い
う
保
障
、

惨
事
が
起
こ
ら
な
い
と
い
う
保

障
は
な
い
。
そ
し
て
ま
た
医
療

に
携
わ
る
も
の
と
し
て
、
大
小

の
事
故
ば
か
り
で
は
な
く
、
平

常
運
転
時
で
す
ら
放
射
線
障
害

を
完
全
に
は
避
け
得
な
い
、
人

の
健
康
を
障
害
す
る
こ
と
が
現

実
に
は
前
提
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
電
力
に
依
存
す
る
社
会

か
ら
の
脱
却
を
願
い
、
国
、
原

発
・
原
子
力
関
連
施
設
の
あ
る
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
隣
接
す
る
都

道
府
県
知
事
、
経
済
産
業
省
、

原
子
力
安
全
保
安
院
、
原
子
力

安
全
委
員
会
、
電
気
事
業
連
合

会
、
電
力
会
社
、
電
機
連
合
を

は
じ
め
と
し
た
電
力
関
係
団
体

各
位
に
以
下
を
要
望
す
る
。

「
情
報
提
供
」

　
ⅰ
、
事
故
情
報
は
、
必
要
な

情
報
収
集
に
最
大
限
の
努
力
を

し
、
そ
れ
を
全
て
、
速
や
か
に

公
開
す
る
こ
と
―
正
確
で
充
分

な
情
報
が
市
民
の
不
安
を
軽
減

す
る
。

　
ⅱ
、
特
に
放
射
能
汚
染
の
状

況
と
、
そ
れ
の
も
た
ら
す
人
体

へ
の
影
響
を
正
確
に
知
る
た
め

の
測
定
な
ど
を
充
分
に
行
い
公

開
す
る
こ
と
―
医
療
行
為
に
お

け
る
放
射
線
量
と
の
比
較
や
、

内
部
被
曝
と
外
部
被
曝
を
混
同

さ
せ
る
よ
う
な
解
説
な
ど
（
特

に
本
来
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
監

視
す
べ
き
マ
ス
コ
ミ
ま
で
が
そ

の
ま
ま
報
道
す
る
こ
と
を
含

め
）、
い
た
ず
ら
に
安
全
を
言

い
募
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
ⅲ
、
さ
ら
な
る
被
曝
を
防
ぐ

た
め
、
必
要
充
分
な
退
避
の
情

報
提
供
と
実
施
。
水
、
農
作

物
、
畜
産
物
、
水
産
物
な
ど
の

正
し
い
汚
染
情
報
の
公
開
と
対

策
の
実
施
。 

　
ⅳ
、
計
画
停
電
や
む
な
し
と

し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て

し
て
原
発
の
必
要
性
な
ど
を
喧

伝
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
被
曝
対
策
」

　
ⅰ
、
被
曝
、
及
び
被
曝
の
可

能
性
の
あ
る
人
々
へ
早
期
に
、

充
分
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

「
生
活
支
援
」

　
ⅰ
、
避
難
地
域
に
生
活
基
盤

を
持
つ
人
々
、
自
身
の
危
険
を

顧
み
ず
現
場
で
事
故
処
理
に
携

わ
る
人
々
、
そ
の
ほ
か
の
す
べ

て
の
被
曝
し
た
人
々
の
今
後
の

医
療
と
生
活
の
保
障
を
行
う
こ

と
。

「
安
全
の
た
め
の
組
織
」

　
ⅰ
、
原
発
推
進
を
基
本
と
す

る
経
済
産
業
省
に
あ
る
原
子
力

安
全
保
安
院
、
お
よ
び
原
子
力

福
島
原
発
事
故
に
関
す
る
緊
急
声

福
島
原
発
事
故
に
関
す
る
緊
急
声
明明

医師賠償責任保険と居宅介護賠償責任保険の対象範囲

地
震
と
、
津
波

災
害
、
福
島
第

一
原
発
の
放
射

能
汚
染
及
び
風

評
被
害
に
よ

り
、
日
本
は
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
以
後
最
大
の

困
難
に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
震
災
の
復
興
に
当
た
り
、

最
低
で
も
　
兆
円
か
ら
　
兆
円

１０

２０

程
度
の
国
家
予
算
の
投
入
が
必

要
だ
、
と
の
意
見
も
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

保
険
組
合
連
合

会
、
国
民
健
康

保
険
中
央
会
、

社
会
保
障
審
議

会
、
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議

医師賠償責任保険では対象とならない業務
　＜１＞居宅サービス事業
　　①医療系サービス

居宅サービスのうち医療系サービスは、主としてかつての老人保健制度に基づく制度（介護保険
制度発足に伴い新設された居宅療養管理指導を除く）であり、従来より医療機関で行ってきた業務です。
したがって、医療事故や施設運営に係わる事故は、医師賠償責任保険で補償できます。
（ただし、下表のとおり管理財物・人格権侵害等の事故については、医師賠償責任保険の対象外です）

　　②福祉系サービス
居宅サービスのうち福祉系サービスの多くは、主として従来の老人福祉制度に基づく制度であり、医療業
務とは直接関わりのないサービスです。従来より医師賠償責任保険の対象とはなりません。

　＜２＞居宅介護支援事業
　　　居宅介護支援事業は、介護保険制度発足に伴う新たな業務であり、医師賠償責任保険の対象外です。

※２つの保険の補償範囲は以下のとおりです。 榎榎榎榎 　　　 の部分が従来からの「医師賠償責任保険」の対象範囲

◎：医師賠償責任保険（医師特約）で補償の対象
○：医師賠償責任保険（医療施設特約）で補償の対象
●：居宅介護支援事業者・居宅サービス事業者賠償責任保険で補償の対象
×：医師賠償責任保険または居宅介護事業者・居宅サービス事業者賠償責任保険　いずれも補償の対象外
―：想定できないリスク
※訪問看護ステーションにつきましては、本保険制度では補償の対象となりません。

経済的
損　失

臨時借用
自 動 車

人格権
侵　害管理財物

その他の身体・財物賠償
医療業務に
よる身体賠償 食中毒等施設所有

管 理 等
――××○○◎１協医療業務および付随業務
――●●―○ ●◎居宅療養管理指導

①
医
療
系
　

　
サ
ー
ビ
ス

２
．
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

―●●●―○ ●◎訪問看護（直接）
―●●●―○ ●◎訪 問 リ ハ ビ リ
――●●○ ●○ ●◎通 所 リ ハ ビ リ
――●●○ ●○ ●◎短期入所療養介護
―●●●●●―訪 問 介 護

②
福
祉
系
サ
ー
ビ
ス

―●●●●●―訪 問 入 浴 介 護
――●●●●―通 所 介 護
――●●●●―短期入所生活介護
――●―●●―福 祉 用 具 貸 与
――●●●●―痴呆対応型共同生活介護
――●●●●―特定施設入所者生活介護
●―●●●●―３協居宅介護支援事業

　医療機関が開設する福祉系サー
ビス事業所（訪問介護、デイサー
ビス等）はご注意ください。医師
賠償責任保険ではカバーできない
サービスがあります。（表参照）
　福祉系の介護サービスは「居宅
介護事業者等賠償責任保険
（ウォームハート）」が対応します
ので、ぜひこの機会にご加入をお
すすめします。 
　詳しいパンフレットのご請求は
京都府保険医協会事務局までご連
絡ください。 

　医師賠償責任保険・居宅介護事
業者等賠償責任保険・個人情報漏
えい保険が４月１日付で２０１１年度
分に更新されました。多数のご加
入ありがとうございました。
　加入者カードは団体加入のた
め、作成にお時間をいただきます
ようお願いいたします。６月中旬
から順次発送予定としております
ので、今しばらくお待ちくださ
い。

４月１日、各種賠責保険
が更新されました！

医
療
機
関
が
実
施
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は

医
賠
責
で
カ
バ
ー
し
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す

ごごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意くくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささご注意くださいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
経
済
主
導
の
施
策
に
懸
念

相
楽
医
師
会
と
懇
談

２
月
　
日
　
ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
奈
良

１９

　
人
が
出
席
し
て

４６開
か
れ
た
相
楽
医

師
会
と
の
懇
談
会

　
協
会
は
２
月
　
日
、
相
楽
医

１９

師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
地
区
か
ら
　
人
、
協
会
か

４１

ら
５
人
が
参
加
し
、
相
楽
医
師

会
・
柳
澤
衛
副
会
長
の
司
会
で

進
め
ら
れ
た
。
同
会
・
藤
木
新

治
会
長
か
ら
、「
政
権
交
代
当

初
、
民
主
党
に
は
期
待
と
高
揚

感
が
募
っ
て
い
た
が
、
い
ま
や

閉
塞
感
だ
け
が
漂
っ
て
い
る
。

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
実

り
あ
る
会
議
と
し
た
い
」
と
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
お
よ

び
特
定
健
診
に
つ
い
て
地
区
か

ら
、
①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

に
特
化
し
た
内
容
で
あ
る
②
　７５

歳
以
上
は
義
務
化
さ
れ
て
い
な

い
③
健
診
受
診
率
が
目
標
（
　６５

％
）
達
成
の
度
合
い
に
よ
っ
て

当
該
市
町
村
国
保
へ
の
後
期
高

齢
者
支
援
金
の
加
減
算
が
科
せ

ら
れ
る
な
ど
の
問
題
点
が
あ
る

と
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
、「
健

康
寿
命
の
延
伸
目
的
で
、
予
防

医
療
を
推
進
し
、
治
療
へ
つ
な

げ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

評
価
で
き
る
」と
し
、

制
度
廃
止
後
も
保
険

と
一
体
化
し
た
仕
組

み
を
必
要
視
す
る
意

見
が
出
さ
れ
た
。
こ

れ
に
対
し
協
会
か

ら
、
特
定
健
診
に
つ

い
て
、「
自
己
責
任

を
前
面
に
押
し
出

し
、
医
療
に
か
か
る
被
保
険
者

を
減
ら
す
こ
と
で
医
療
費
を
抑

制
す
る
た
め
の
制
度
」
と
し
て

の
側
面
も
あ
る
と
指
摘
し
、
さ

ら
に
「
国
が
責
任
を
持
つ
社
会

保
障
に
逆
行
す
る
医
療
シ
ス
テ

ム
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
本

来
は
市
町
村
の
保
健
衛
生
施
策

と
し
て
実
施
す
べ
き
」
と
の
認

識
を
示
し
た
。

　
ま
た
地
区
か
ら
「
国
保
は
広

域
化
さ
れ
る
構
想
だ
が
、
そ
も

そ
も
医
療
と
は
市
町
村
レ
ベ
ル

の
小
さ
い
単
位
で
運
営
が
な
さ

れ
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も

国
レ
ベ
ル
の
大
き
な
単
位
で
運

営
が
な
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
」

と
の
疑
問
が
出
さ
れ
、
こ
れ
に

対
し
協
会
は
、「
財
政
は
国
の

責
任
で
行
い
、
運
営
は
市
町
村

単
位
で
行
う
べ
き
と
考
え
る
」

と
述
べ
、「
日
本
の
医
療
制
度

は
過
渡
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い

る
。
世
界
中
で
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
日
本
の
皆
医
療
保
障
型

の
皆
保
険
制
度
、
医
療
制
度
を

守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
奮
起
を
呼
び
か
け
た
。

　
次
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
医
療
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
関
し
、
厚
労
省
で
は
な

く
経
済
産
業
省
が
中
心
と
な
っ

て
施
策
を
進
め
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
地
区
か
ら
、「
医
療
を

経
済
の
起
爆
剤
に
使
お
う
と
す

る
発
想
は
疑
問
に
感
じ
る
」
と

の
意
見
や
、「
混
合
診
療
の
解

禁
に
繋
が
る
可
能
性
が
否
定
で

き
な
い
」
な
ど
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
医

療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
反
対

の
声
が
相
次
ぎ
、「
経
済
主
体

で
な
く
、
何
が
日
本
の
医
療
に

と
っ
て
大
切
か
、
原
点
に
戻
り

見
直
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

環
太
平
洋
と
は
い
え
、
ア
メ
リ

カ
と
中
国
、
日
本
が
軸
と
な

る
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
の
完
成

さ
れ
た
医
療
資
源
を
市
場
と
し

て
狙
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た

上
で
、「
厚
労
省
は
、
保
険
診
療

崩
壊
の
危
機
で
あ
る
と
い
う
認

識
が
十
分
で
な
い
。
協
会
と
し

て
も
混
合
診
療
の
本
格
解
禁
に

つ
な
が
る
こ
と
を
危
惧
し
て
お

り
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
き
た

い
」
と
の
見
解
を
述
べ
た
。

　
そ
の
他
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の

医
療
行
為
に
つ
い
て
、
休
業
補

償
や
保
険
医
年
金
な
ど
の
共
済

制
度
に
つ
い
て
、
な
ど
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

診
療
報
酬
の
課
題
な
ど
で
意
見
交
換

与
謝
・
北
丹
医
師
会
と
懇
談

２
月
　
日
　
吉
翠
苑

２６

　
協
会
は
２
月
　
日
、
与
謝
・

２６

北
丹
医
師
会
と
の
懇
談
会
を
開

催
。
与
謝
地
区
か
ら
７
人
、
北

丹
地
区
か
ら
８
人
が
出
席
。
北

丹
医
師
会
の
斎
藤
治
人
副
会
長

の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
関
理

事
長
の
挨
拶
、
協
会
か
ら
の
情

報
提
供
の
後
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。　

　
地
区
か
ら
、
２
０
１
０
年
の

診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
無

床
診
療
所
は
実
質
マ
イ
ナ
ス
改

定
で
あ
っ
た
。
次
回
改
定
時
に

は
、
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と

主
張
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
、
改
定
の
度
に
、
都
会
と
医

療
過
疎
地
が
一
括
り
で
論
じ
ら

れ
る
の
も
納
得
い
か
な
い
、
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、　
年
診
療
報

１０

酬
の
全
体
改
定
は
０
・
　
％（
７

１９

０
０
億
円
）
の
プ
ラ
ス
改
定
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
後
発
医
薬

品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
の
追
加

引
き
下
げ
で
捻
出
さ
れ
る
６
０

０
億
円
が
改
定
率
に
含
ま
れ
て

い
な
い
の
で
、
最
終
的
に
は
、

た
か
だ
か
０
・
０
２
７
％
（
約

１
０
０
億
円
弱
）
の
み
の
プ
ラ

ス
で
あ
っ
た
。
医
科
分
４
８
０

０
億
円
の
う
ち
約
９
割
以
上
が

急
性
期
病
院
や
基
幹
病
院
に
振

り
分
け
ら
れ
た
。
協
会
は
、
今

後
も
「
勤
務
医
支
援
」
口
実
の

財
源
の
振
り
分
け
で
医
療
崩
壊

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
考
え
を
持
っ
て
運
動
を
進
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
運
動
を

進
め
る
中
で
、
医
療
過
疎
地
域

に
対
し
て
の
加
算
点
数
の
検
討

や
、
診
療
報
酬
以
外
で
の
支
援

策
な
ど
を
講
じ
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い
、
と
答
え
た
。

　
同
じ
く
地
区
か
ら
再
審
査
請

求
の
取
扱
い
に
関
し
て
、
国
保

連
合
会
や
支
払
基
金
に
再
審
査

請
求
を
し
て
も
、
そ
れ
に
対
す

る
回
答
が
な
か
な
か
も
ら
え
な

い
。
で
き
る
だ
け
早
く
回
答
す

る
よ
う
に
協
会
か
ら
も
要
望
し

て
ほ
し
い
と
意
見
が
出
さ
れ

た
。
協
会
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
に
対
し
て
、
以
前
か
ら

再
審
査
請
求
を
行
っ
た
医
療
機

関
に
対
し
て
は
、
で
き
る
だ
け

２
カ
月
以
内
に
結
果
を
回
答
す

る
よ
う
に
要
望
し
て

い
る
。
今
後
も
、
引

き
続
き
要
望
し
て
い

き
た
い
と
答
え
た
。

　
さ
ら
に
、
地
区
か

ら
消
費
税
に
関
し

て
、
増
税
は
止
む
を

得
な
い
部
分
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、

病
院
に
と
っ
て
は
、

増
税
さ
れ
れ
ば
、材
料
の
部
分

に
関
し
て
は
、さ
ら
に
負
担
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
。ゼ
ロ
税

率
を
含
め
た
制
度
改
正
を
検
討

せ
ず
に
、消
費
税
を
増
税
す
る

こ
と
に
は
抵
抗
を
感
じ
る
と
意

見
が
出
さ
れ
た
。協
会
か
ら
は
、

ゼ
ロ
税
率
に
関
し
て
は
、保
団

連
と
も
連
携
し
て
今
後
も
運
動

を
進
め
て
い
き
た
い
と
答
え
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
地
域
包
括
ケ

ア
問
題
、
不
合
理
な
診
療
報
酬

点
数
設
定
、
カ
ル
テ
の
保
存
期

間
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
最
後
に
、
与
謝
医
師
会
・
中

川
長
雄
会
長
よ
り
、
十
分
な
時

間
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
で

も
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
、

有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
と
挨

拶
が
あ
り
、
懇
談
を
終
え
た
。

　
人
が
出
席
し
て
開

２０か
れ
た
与
謝
・
北
丹

医
師
会
と
の
懇
談
会

　
私
の
経
験
で
は
、「
初
歩
か
ら

学
ぶ
○
○
」と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
場
合
、「
初
歩
」で
は
到
底
理

解
不
能
の
高
レ
ベ
ル
の
羅
列
に

終
始
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

し
か
し
山
田
教
授
の
講
義
は
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
と
い

う
名
前
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ

て
も
内
容
は
知
ら
な
い
私
に
も

理
解
で
き
る
よ
う
に
構
築
さ
れ

て
お
り
心
配
不
要
で
あ
っ
た
。

　
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
著
作
が
な

山
田
道
夫
氏
に
よ

る
哲
学
シ
リ
ー
ズ

第
２
弾

い
た
め
、
彼
に
つ
い

て
直
接
知
る
手
段
は

な
く
、
弟
子
が
著
し

た
彼
と
の
対
話
集
等

を
通
し
て
間
接
的
に

知
る
し
か
な
い
こ

と
、
か
ら
始
ま
り
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ

ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
、
ク
セ
ノ
ポ
ン

の
位
置
付
け
を
示
さ

れ
た
。
そ
の
上
に
立
っ
て
、
内

容
に
つ
い
て
か
な
り
詳
細
に
解

説
さ
れ
た
。

　
講
義
は
一
貫
し
て
全
体
の
中

で
の
位
置
付
け
を
確
固
と
し
つ

つ
、
初
歩
レ
ベ
ル
か
ら
か
な
り

高
い
レ
ベ
ル
ま
で
、
哲
学
の
奥

深
さ
を
十
分
に
感
じ
と
ら
せ
る

よ
う
に
構
成
す
る
こ
と
に
成
功

を
納
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
も

し
本
講
が
大
学
教
養
課
程
に
お

い
て
開
講
さ
れ
た
な
ら
ば
、
純

哲
を
志
願
す
る
学
生
が
大
幅
に

増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
直

感
し
た
。
巷
に
は
哲
学
書
が
溢

れ
て
い
る
が
、
や
み
く
も
に
手

を
出
す
と
本
の
海
に
溺
れ
て
し

ま
い
、
規
範
の
学
故
、
習
熟
度

０
％
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ス
で
苦

し
ん
だ
だ
け
に
終
わ
る
お
そ
れ

が
あ
る
が
、
本
講
で
は
そ
ん
な

こ
と
が
な
い
よ
う
に
哲
学
書
の

選
択
も
明
示
さ
れ
て
お
り
、
誠

に
よ
く
行
き
届
い
て
い
る
と
思

う
。
　
多
数
の
会
員
先
生
方
の
ご
参

加
を
願
う
と
と
も
に
、
次
回
も

そ
し
て
何
度
も
開
講
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
す
る
。

  （
宇
治
久
世
・
八
木
 晴
夫
）

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

地
区
懇
予
定
 

■
亀
岡
市
・
船
井
医
師
会

　
５
月
７
日（
土
）午
後
２

時
　
分
～
南
丹
市
国
際
交

３０
流
会
館
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文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座でででででででででで学学学学学学学学学学文化講座で学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

哲
学
の
奥
深
さ
感
じ
た
講
座

参
加
記

　
京
都
府
保
険
医
協
会
は
３

月
　
日
、
第
９
回
文
化
講
座

１３
「
初
歩
か
ら
学
ぶ『
ギ
リ
シ
ア

哲
学
』
～
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
プ

ラ
ト
ン
を
中
心
に
～
」
を
協

会
会
議
室
で
開
催
、　
人
が

３２

参
加
し
た
。
講
師
は
、
哲
学

シ
リ
ー
ズ
２
回
目
と
な
る
神

戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
文
化

総
合
文
芸
学
科
教
授
・
山
田

道
夫
氏
。
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感染制御の真髄 ―感染症診療と感染対策―

元気フェスタ in 京都
楽しく・わかりやすく・ためになる！

保険医協会 行事のお知ら保険 医 協会 行 事のお知ら せせ
お申し込み等は右記の京都府保険医協会事務局まで

京都市中京区烏丸通蛸薬師上ル七観音町６３７
第４１長栄カーニープレイス四条烏丸６階 
TEL ０７５ 崖 ２１２ 崖 ８８７７　FAX ０７５ 崖 ２１２ 崖 ０７０７
地下鉄四条駅・阪急烏丸駅２２出口より徒歩３分、
地下鉄烏丸御池駅６出口より徒歩３分、駐車・駐輪なし

　研修は２日に分けて、２日目は接遇マナー初級編、２日目は医事紛争に至らないた
めの医療従事者としての心構え、保険請求の基礎知識の解説、を行います。
　大変ご好評をいただいている研修会です。お申し込みは協会事務局までお願いしま
す。また、申込み後にキャンセルする場合もご連絡をお願いします。
　日　時

　　①＜１日目＞：５月１１日（水）午後２時～４時
 ②＜２日目＞：５月２６日（木）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　講　師
 ＜１日目＞　元日本航空客室乗務員　茂木 治子 氏
 ＜２日目＞　保険医協会医療安全対策部会理事・林 一資、保険部会事務局
　内　容
 ＜１日目＞　「医院・診療所での接遇マナー研修・初級編」
 ＜２日目＞　「医事紛争から見た医療従事者としての心構え」
   「知っておきたい保険基礎知識（請求留意事項）」
　対　象　新入職員、研修会はじめての方
　定　員　６０人
　協　賛　有限会社アミス

新しく医療機関に勤められた方のための研修会

開業に必要な情報が盛りだくさん鎧

　度重なる診療報酬のマイナス改定や患者負担の増加で、開業してからも経営が黒字
化するまでの期間が以前に比して長くかかるようになってきています。
　京都府保険医協会ではこのような状況下で開業を考えておられる先生方を対象に、
新規開業する際にあらかじめ知っておくべき内容について講習会を開催いたします。
　今回の講師は、増患対策やスタッフ雇用対策で定評のある河原義徳社会保険労務士
です。スタッフの雇用問題は経営に直結します。優秀なスタッフを採用し、その能力
を発揮してもらうための雇用管理は医院の立ち上がりに大きく影響すると言っても過
言ではありません。
　多数のご参加をお待ちしています。

　日　時　５月２８日（土）午後３時～６時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　内　容　①始めが肝心！スタッフ雇用の留意点
　 　ひろせ税理士法人／株式会社ひろせ総研
 　特定社会保険労務士　河原 義徳 氏
　 ②先輩開業医からのアドバイス
　　 ③地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度について
　参加費　会員：無料、非会員：２,０００円
　共　催　有限会社アミス
　定　員　３０人
　　お申し込みは協会事務局まで　FAX 075 崖 212 崖 0707

新規開業予定者のための講習会

皆保険５０周年講演会

皆保険制度成立の意義と歴史
　今年、日本に皆保険制度が成立して５０周年を迎えました。な
ぜこの国で世界に先駆けて国民皆保険が成立しえたのか、改め
てその再評価をし、今後の医療制度を考えていくため、「皆保険
制度成立の意義と歴史」について講演会を開催します。
　講　師　慶應義塾大学医学部医療政策・管理学教室教授

 池上 直己 氏　　
　日　時　６月１１日（土）
 午後２時３０分～４時４０分（開場２時）

　場　所　京都新聞文化ホール
 （京都市中京区烏丸通夷川上ル　京都新聞社７Ｆ
 緯０７５ 崖 ２１３ 崖 ８１４１）
 地下鉄烏丸線「丸太町駅」下車 ⑦番出口を上がる
　参加費　無料（要申込　定員１５０人）
　共　催　京都府保険医協会　京都府歯科保険医協会
　後　援　京都新聞社
　　※一般の方の参加も歓迎します。

子どものいのちと健康を守ろう！ 参加無料
要申込

　世界髄膜炎デーの４月２４日、子どもの健康と子育
てに役立つ市民参加企画を開催。

　日　時　４月２４日（日）
午前１０時～午後３時３０分

　会　場　こどもみらい館（間之町通竹屋町下ル）
　内　容　①バザー・歌かみしばい（１０：００～１２：００）
 ②ベビーマッサージ（１０：００～１２：００）
 ③小児科のお医者さんと話そう（１２：００～１３：００）
 ④講演会「ワクチンは安全ですか？　教えてください、本当の話」
  （講師：武内 一氏）（１３：００～１５：００）
 ⑤バルーンリリース（１５：００～　ゲスト：まゆまろ）
　　※①②は定員あり、④は保育あり、それぞれ要申込
　主　催　子どものいのちと健康を守ろう！ 元気フェスタ in 京都実行委員会
　　　　　（http://childrengenkifestival２０１１.web.fc２.com/）
　問合・申込　京都府保険医協会
　　※震災支援チャリティバザーを行います。

京都府における指導、監査の実態
その時あなたはどうしますか？

管理者向け　指導対策学習会

　学習会では、 個別指導にあたった場合など、 いざという時にも慌てずに済むよう、 個
別指導の内容やポイントを解説し、日常診療での留意点などを学んでいただきます。

　日　時　４月２７日（水）午後２時～４時
　場　所　登録会館（烏丸通御池上ル　緯０７５ 崖 ２21 崖 5856）
　参加費　２,０００円（会場費として）
　テキスト　『保険医のための審査、指導、監査対策－日常の留意点』（保団連発行）
　　※会員には１冊無料で送付（４月メディパック）。学習会当日にお持ち下さい。
　申　込　『グリーンペーパー』No.１７５（３月２５日発行）の申込用紙でお申込み下さい。

　講　師　大島 堅一 氏（立命館大学国際関係学部教授）
　日　時　５月２１日（土）午後２時～４時３０分
　場　所　登録会館（烏丸通御池上ル　緯０７５ 崖 ２21 崖 5856）　　参加費　無料
　共　催　京都府保険医協会、京都府歯科保険医協会

　原発を建設することによって、その地域に「経済的効果」を生み出すというのは、
本当でしょうか。また、今回の福島第一原発事故のように、常に不安や恐怖と隣り合
わせのエネルギーがないと私たちは生活できないのでしょうか。放射能汚染や風評被
害といった事故に伴う国民の経済的損失は、一体どのくらいなのでしょう。今講演で
は現在の原発と原発に替わるエネルギーについて、経済学の視点から考えていきたい
と思います。

第６４０回 社会保険研究会
　講　師　京都市立病院機構　感染症内科部長　清水 恒広 氏
　日　時　５月１４日（土）午後３時～５時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　主　催　京都府保険医協会

　※社会保険研究会の参加は無料、事前申込は不要です。
　※審査委員会だよりと日医生涯教育講座の受講証を出席会員にお渡しします。

〈清水先生からのメッセージ〉
　感染制御とは、医療施設内で感染症を生み出さないようにする
こと、また広げないようにすること、その両方を含みます。前者
は非感染症と感染症をきちんと切り分けて診断し、中でも、治療が必要な細菌感染症
のみに、抗菌域が最も狭い抗菌薬を必要十分量、必要十分期間だけ投与し、適切に治
療を終了することで達成されます。薬剤耐性菌が生まれにくく新たな感染症が出現し
にくくなるからです。一方、インフルエンザウイルス、結核菌、MRSAなど、施設内
には毎日種々の病原微生物が流入します。これらを施設内で広げないために感染対策
が必要です。施設内での感染制御に必要なこの両輪につき、わかりやすく 解説したい
と思います。

原発の本当のコストとエネルギー政策の方向性
環境講演会 ～福島第一原発事故を受けて～
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学
岳

較
較
較
較
較

患
者
さ
ん
を
早
ま
ら
せ
な
い
で
、

訴

訟

は

最

後

の

手

段

で

す

！

　
前
回
は
、
患
者
さ
ん
に
十
分

な
説
明
を
し
て
（
通
常
の
）
医

療
安
全
の
対
策
を
講
じ
て
い
れ

ば
訴
訟
等
、
紛
争
の
拡
大
を
避

け
ら
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る

こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
は
、
一
定
の
説
明
を
し

た
後
に
、
患
者
さ
ん
側
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
「
こ
こ

ま
で
言
っ
て
も
ご
理
解
い
た
だ

け
な
い
な
ら
ば
出
る
所
へ
出
て

み
て
は
如
何
で
す
か
？
　
別
に

ら
な
い
発
言
を
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
よ
う
で
す
。
医
療
機
関
側

に
し
て
み
れ
ば
、
切
羽
詰
ま
っ

た
結
果
の
言
葉
な
の
で
し
ょ
う

が
、
一
度
や
二
度
の
説
明
で
理

解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と

我
々
（
私
）
は
構
い
ま
せ
ん
か

ら
」
と
、
お
よ
そ
助
言
に
も
な

が
、
そ
の
よ
う
な
方
こ
そ
、
過

去
の
こ
の
シ
リ
ー
ズ
（
も
し
く

は
「
事
例
で
見
る
医
療
安
全
対

策
の
心
得
」
第
Ⅱ
章
）
全
て
を

改
め
て
読
み
通
し
て
下
さ
い
。

そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
京
都

言
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
発
言
は

必
ず
し
も
賢
明
な
態
度
と
は
言

え
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
一
体
ど
う

し
た
ら
い
い
ん
だ
」
と
い
う
方

が
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
解
決
手
段

を
当
該
医
療
機
関
と
協
力
し
て

考
え
て
い
く
と
共
に
、
紛
争
の

経
過
ご
と
の
助
言
も
し
て
い
ま

す
。
解
決
ま
で
に
は
ほ
ど
遠
い

時
期
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
協

府
保
険
医
協
会
に
ご
相
談
下
さ

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
協
会
で
は
「
医
師
賠
償
責
任

保
険
処
理
室
会
」
を
常
設
し
て

会
と
連
絡
を
密
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

極
力
、
会
員
の
負
担
が
少
な
く

な
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
事
態
が
よ
り
や
や
こ
し
く

な
る
前
に
、
紛
争
が
発
生
し

た
、
あ
る
い
は
そ
の
気
配
を
感

じ
た
時
点
で
迅
速
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
訴
訟
は
最
後
の
手
段
」と
医
療

機
関
側
が
紛
争
発
生
前
か
ら
認

識
す
る
こ
と
は
、
医
療
安
全
対

策
の
一
つ
の
要
素
と
考
え
ま
す

が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
は
、
協
会
の
医
療
安
全

対
策
全
般
に
対
す
る
考
え
方
・

姿
勢
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
入
院
患
者
の
外
来
受
診
に
つ

い
て
　
Ｑ
、
他
医
療
機
関
入
院
中
の

患
者
が
、
来
院
。
外
来
受
診
を

希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
。
入
院
先
か
ら
の
診
療
情

報
提
供
書
等
の
紹
介
状
は
特
に

持
参
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す

が
。
　
Ａ
、
入
院
中
の
患
者
が
、
他

医
療
機
関
に
外
来
受
診
し
た
場

合
、
点
数
算
定
に
関
し
て
は
さ

ま
ざ
ま
な
制
限
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す（『
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー

２
０
１
０
年
４
月
号
』
等
参

照
）。
外
来
診
療
を
担
当
す
る

側
が
、
ど
の
よ
う
な
点
数
算
定

に
な
る
の
か
（
レ
セ
プ
ト
請
求

が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
各
点

数
の
算
定
可
否
な
ど
）
が
、
当

該
患
者
が
入
院
先
で
算
定
さ
れ

い
る
入
院
料
の
種
別
に
よ
っ
て

異
な
る
た
め
、
入
院
先
か
ら
持

参
さ
れ
る「
診
療
情
報
提
供
書
」

等
に
よ
り
、
入
院
料
の
種
別
を

確
認
し
て
対
応
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
診
療
情
報
提
供
書
等

は
持
参
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
、
患
者
が
、
入
院
中
に
他

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
に

制
限
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

い
、
あ
る
い
は
、
入
院
先
の
医

療
機
関
が
、
患
者
が
入
院
中
に

他
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る

こ
と
を
把
握
し
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

　
協
会
は
、　
年
６
月
か
ら
京

０９

都
小
児
科
医
会
と
と
も
に
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
医
療
機
関
を
は
じ
め
、

企
業
や
学
校
な
ど
幅
広
い
方
々

の
協
力
を
得
て
、
２
４
８
万
５

６
４
０
個
（
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

に
換
算
し
て
３
１
０
７
人
分
）

を
集
め
、
事
業
を
終
了
し
た
。

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

中
で
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
、

　
年
　
月
に
事
務
局
が
キ
ャ
ッ

０９

１１

プ
を
直
接
受
け
取
り
、
感
謝
状

を
手
渡
し
た
南
丹
市
立
園
部
小

学
校
の
、
当
時
５
年
生
だ
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
卒
業
す
る
こ
と

を
受
け
て
、
京

都
小
児
科
医

会
・
京
都
府
保

険
医
協
会
か
ら

の
感
謝
状
を

贈
っ
た
。
同
小

で
は
当
初
、
５

年
生
が
中
心
と

な
っ
て
い
た
取

り
組
み
が
、
学

校
全
体
に
広
が

り
、
計
　
万
６
７
６
０
個
の

１２

キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
経
て
、
子

ど
も
た
ち
が
、
将
来
の
夢
と
し

て
青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
を
挙

げ
る
な
ど
、
支
援
活
動
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ

と
。
　
協
会
で
は
、
好
評
を
博
し
た

こ
の
事
業
を
受
け
、
市
民
参
加

型
の
取
り
組
み
を
企
画
し
て
い

る
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ご

案
内
す
る
の
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

京
都
小
児
科
医

会
・
京
都
府
保

険
医
協
会
か
ら

の
感
謝
状
を
受

け
取
っ
た
子
ど

も
た
ち

入
院
中
の
他
医
療
機
関
受
診
の

手
順
を
確
認
し
た
上
で
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
を
、
入
院

先
医
療
機
関
と
相
談
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいい
物物物物物物物物物物物物物物物物
弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱

買
い
物
弱
者者者者者者者者者者者者者者者者者
（（（（（（（（（（（（（（（（（
難難難難難難難難難難難難難難難難
民民民民民民民民民民民民民民民民
））））））））））））））））

難
民
）

環
境
問
題

環
境
問
題

環
境
問
題
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る
商
店
街
は
、
市
内
大
型
商
業

施
設
の
影
響
等
で
経
営
が
た
ち

ゆ
か
な
く
な
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り
と
化
し
て
い
ま
す
。

　
過
疎
地
や
大
規
模
団
地
は
言

何
で
も
そ
ろ
う
買
い
物
や
家
族

が
気
軽
に
外
食
を
す
る
ス
タ
イ

ル
が
定
着
し
ま
し
た
。
か
つ
て

繁
栄
し
た
中
心
街
が
さ
び
れ
、

公
共
交
通
が
縮
小
し
た
中
で
、

ク
ル
マ
を
利
用
で
き
な
い
高
齢

者
や
障
害
者
が
街
や
地
域
の
中

に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
現
象

が
、
日
本
中
至
る
所
で
起
こ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
経
済
産
業
省
の
２
０
１
０
年

　
月
の
発
表
で
は
、
流
通
機
能

１２や
交
通
網
の
弱
体
化
と
と
も

に
、
食
料
品
等
の
買
い
物
が
困

難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

人
々
の
こ
と
を
供
買
い
物
弱
者

（
難
民
）僑
と
い
い
、
そ
の
数
は

全
国
で
６
０
０
万
人
と
推
計
し

て
い
ま
す
。
私
の
住
む
地
域
で

も
、
こ
れ
ま
で
　
数
年
間
営
業

３０

し
て
き
た
ス
ー
パ
ー
が
、
突
然

倒
産
し
て
廃
業
し
ま
し
た
。
町

内
に
は
不
思
議
に
男
性
一
人
高

齢
者
が
多
く
、
た
ち
ま
ち
毎
食

事
の
総
菜
や
日
常
品
の
調
達
が

で
き
な
く
な
り
、
困
り
果
て
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。
最
も
近

い
コ
ン
ビ
ニ
で
も
往
復
１
キ
ロ

近
く
あ
り
、
歩
行
困
難
な
高
齢

者
に
と
っ
て
決
し
て
近
い
距
離

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
く
に
あ

う
に
及
ば
ず
、

市
内
の
住
宅
地

に
も
、
今
や

供
買
い
物
弱
者

（
難
民
）僑
は
増

え
続
け
て
い
ま

す
。供
買
い
物
弱
者
（
難
民
）僑

を
生
み
だ
し
た
原
因
は
多
く
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
主
な
も
の
は

ク
ル
マ
社
会
の
到
来
と
大
型
商

業
施
設
の
建
設
で
し
ょ
う
。
地

方
の
市
町
村
で
顕
著
な
よ
う

に
、
幹
線
道
路
沿
い
に
郊
外
型

の
大
型
商
業
施
設
や
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
店
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
等
が

進
出
し
、
ク
ル
マ
で
日
常
品
が

　
日
本
で
は
１
９
６
５
年
頃
か

ら
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
始

ま
り
、
１
９
７
０
年
以
後
に
急

速
に
進
み
ま
し
た
。
京
都
市
で

も
、
ク
ル
マ
に
押
さ
れ
、
便
利

で
快
適
、
安
価
な
運
賃
、
京
都

ら
し
い
の
ん
び
り
し
た
市
民
の

足
と
し
て
親
し
ま
れ
た
市
電

が
、
１
９
７
３
年
　
月
過
大
な

１０

赤
字
を
抱
え
た
と
し
て
、
全
線

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
道
路
の

整
備
が
急
速
な
テ
ン
ポ
で
な
さ

れ
る
に
つ
れ
、
ク
ル
マ
の
保
有

台
数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り

ま
し
た
。
国
民
の
多
く
は
、
ク

ル
マ
の
使
用
で
便
利
で
豊
か
な

消
費
生
活
を
享
受
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
他
方
、
自

動
車
交
通
事
故
、
道
路
渋
滞
、

環
境
破
壊
（
大
気
汚
染
、
騒
音
、

振
動
等
）、
石
油
資
源
消
費
、
公

共
空
間
占
拠
等
と
い
っ
た
深
刻

な
社
会
問
題
が
生
じ
ま
し
た
。

一
台
の
ク
ル
マ
は
道
路
の
約
１

０
０
㎡
の
ス
ペ
ー
ス
を
占
有
し

て
走
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
自
家
と
目
的
地

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
、　
～
　

２０

３０

㎡
の
面
積
を
必
要
と
し
ま
す
。

都
市
空
間
で
ク
ル
マ
、
道
路
、

駐
車
場
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て

い
る
面
積
は
膨
大
で
、
道
路
だ

け
で
日
本
の
大
都
市
の
中
心
部

で
約
　
％（
名
古
屋
市
約
　
％
）

３０

４０

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
駐

車
場
ス
ペ
ー
ス
が
加
わ
る
と
、

都
市
空
間
の
半
分
近
く
が
ク
ル

マ
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
都
市

の
魅
力
で
あ
る
賑
わ
い
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
失
わ
れ
て
し

つ
な
が
り
、
い
ろ
い
ろ
な
商
店

が
軒
を
連
ね
な
が
ら
、
市
場
が

立
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
走
っ

て
い
る
ク
ル
マ
は
少
な
く
、
大

き
な
駐
車
場
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
は
今
の
日
本
で
は
少
な

く
な
っ
た
、
温
か
い
人
と
人
の

交
流
が
あ
り
、
心
豊
か
な
光
景

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
富
山
市
が
低
床
式
軽
快
電
車

ま
い
ま
す
。
テ

レ
ビ
で
時
々
放

映
さ
れ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
旧
市

街
の
魅
力
は
、

家
々
が
密
接
に

の
導
入
に
よ
り
、供
買
い
物
弱

者
（
難
民
）僑
を
減
ら
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
と
り
く
み
を
始
め
、

各
地
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

使
う
等
い
く
つ
も
の
新
し
い
試

み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
個
人

の
移
動
手
段
と
し
て
あ
ま
り
に

便
利
な
文
明
の
利
器
で
あ
る
ク

ル
マ
へ
の
依
存
を
脱
し
、
自
転

車
の
安
全
走
行
を
視
野
に
入
れ

た
新
し
い
公
共
交
通
体
系
の
も

と
、
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
供
買
い
物
弱
者
（
難
民
）僑
を

出
さ
な
い
社
会
、
み
ん
な
が
豊

か
に
共
生
で
き
る
社
会
に
作
り

か
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ク

ル
マ
社
会
が
も
た
ら
し
た
影
響

に
つ
い
て
は
、
増
田
悦
佐
著

『
ク
ル
マ
社
会
・
７
つ
の
大
罪

ア
メ
リ
カ
文
明
衰
退
の
真
相
』

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
２
０
１
０
）

が
詳
し
く
、
今
後
の
日
本
社
会

を
考
え
る
上
で
興
味
深
く
、
是

非
ご
一
読
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

（
環
境
対
策
委
員
・
山
本
 昭
郎
）

ク
ル
マ
社
会
が
も
た
ら
し
た
影
響

歌
の
技
法
―
韻
律
・
リ
ズ
ム
』

飯
塚
書
店
）。

　
手
軽
さ
ゆ
え
に
愛
用
し
て
い

る
文
庫
本
（
現
代
名
歌
選
（
久

保
田
正
文
編
、
新
潮
社
）、
現
代

の
短
歌
（
高
野
公
彦
編
、
講
談

社
）
に
こ
の
歌
は
な
く
、
久
し

ぶ
り
に
出
会
っ
た
せ
い
も
あ
ろ

う
。
　
わ
た
し
も
古
希
を
越
え
、
さ

ま
ざ
ま
の
人
生
経
験
を
重
ね
、

多
く
の
詩
歌
に
接
し
、
そ
れ
ら

の
技
法
に
つ
い
て
考
え
て
き
た

上
で
再
会
し
た
の
で
、
印
象
は

鮮
烈
だ
っ
た
。

　
内
容
に
技
巧
が
相
ま
っ
て
、

す
ば
ら
し
い
作
品
と
な
っ
て
い

る
。
上
の
句
で
準
備
さ
れ
た
調

べ
が
、
下
の
句
の
初
め
に
最
高

潮
に
達
し
、
徐
々
に
減
衰
し
て

い
っ
て
終
わ
る
。
日
本
語
で
書

か
れ
た
短
歌
形
式
の
最
上
級
の

作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
発
刊
を
託
さ
れ
た
土
岐
哀
果

典
』
佐
々
木
幸
綱
、
復
本
一
郎

編
、
三
省
堂
）。

　
こ
の
歌
は
啄
木
の
代
表
作
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
代
短

歌
、
い
や
日
本
詩
歌
史
上
最
高

峰
の
一
つ
と
言
っ
て
も
、
過
言

で
は
な
か
ろ
う
。

 

（
相
楽
・
門
林
 岩
雄
）

が
、
遣
品
の
紙
片

か
ら
発
見
し
て
、

歌
集
「
悲
し
き
玩

具
」
の
巻
頭
に
置

い
た
と
言
う（『
三

省
堂
名
歌
名
句
辞

　
韻
律
の
名
歌
三

十
六
首
選
（
近
代

歌
人
一
人
一
首
）

で
こ
れ
を
読
み
、

感
動
し
た
。（
来

嶋
靖
生
著
、『
短

「私のすすめる…」本・映画（ＤＶＤ）・音楽（ＣＤ）等、新旧問わず、心に残った
作品紹介をご投稿下さい。８００字以内。掲載後、記念品を贈呈します。

詩
歌
史
上
最
高
峰
の
一
つ

鮮
烈
な
印
象
の
啄
木
代
表
作

①『短歌の技法―韻律・リズム』
　来嶋靖生著、飯塚書店
②『三省堂名歌名句辞典』
　佐々木幸綱、復本一郎編
　三省堂

 呼
吸
 す
れ
ば
、
胸
の
 中
 に
て
鳴
る
 音
 あ
り
。

い
き
 

う
ち
 

お
と

 凩
 よ
り
も
さ
び
し
き
そ
の
音
！
　
石
川
啄
木

こ
が
ら
し

エコキャップ運動に協力した
園部小の子どもたちに感謝状
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丸
尾
勇
さ
ん
の
こ
と
を
書
こ

う
。
丸
尾
さ
ん
は
昭
和
　
年
、

１５

宮
津
中
学
校
卒
業
生
で
、
ぼ
く

が
中
学
に
入
っ
た
時
４
年
生
、

宮
津
町
住
の
方
だ
っ
た
。
学
校

で
衛
生
部
と
い
う
の
が
組
織
さ

れ
、
選
挙
だ
っ
た
か
、
担
当
教

師
の
推
薦
だ
っ
た
か
忘
れ
た

が
、
中
学
２
年
の
時
で
丸
尾
さ

ん
は
５
年
生
、
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
だ
っ
た
。
ど
う
も
記
憶
が

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
宮
津
中

に
通
っ
て
い
る
と
き
、
暁
星
女

学
校
の
あ
た
り
で
向
か
っ
て
左

方
の
小
道
か
ら
ひ
ょ
い
と
現
れ

ら
れ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。

ぼ
く
は
な
ぜ
衛
生
部
の
一
員
に

な
っ
た
か
、
父
が
開
業
医
で
あ

り
、
ぼ
く
も
医
者
に
な
る
だ
ろ

う
と
の
予
想
め
い
た
も
の
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
丸

尾
さ
ん
は
小
柄
で
や
さ
し
い
人

だ
っ
た
。 内
  気
 な
人
と
の
追
憶

う
ち
 き

の
念
が
強
い
。
衛
生
部
は
各
ク

ラ
ス
か
ら
１
人
ず
つ
だ
っ
た
の

で
、
合
計
　
人
で
形
成
さ
れ
、

１０

朝
礼
中
脳
貧
血
の
発
生
で
倒
れ

た
り
、
外
傷
の
治
療
な
ど
の

時
、
先
生
に
協
力
す
る
こ
と
が

仕
事
だ
っ
た
。
某
日
、
朝
、
校

長
か
教
頭
か
ら
訓
示
を
受
け
て

い
る
と
き
、
１
人
お
い
て
隣
に

立
っ
て
い
た
生
徒
が
ふ
ら
ふ

ら
っ
と
倒
れ
そ
う
に
な
り
し
ゃ

が
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
、
衛

生
部
の
出
番
だ
。
ぼ
く
は
隣
の

男
に
背
中
を
こ
ず
か
れ
、
し
ゃ

が
ん
で
い
た
男
を
列
か
ら
連
れ

出
し
、
き
め
ら
れ
た
場
所
に
連

れ
て
行
っ
た
。
ま
た
元
の
列
に

帰
り
話
を
聞
い
て
い
た
ら
、
今

度
は
ぼ
く
が
同
じ
よ
う
な
発
作

を
起
こ
し
倒
れ
そ
う
に
な
っ

た
。
横
に
い
た
の
は
藤
山
英
一

と
い
い
、
剣
道
で
は
ク
ラ
ス
№

１
、
た
く
ま
し
く
大
型
な
生
徒

だ
っ
た
。
彼
が
ぼ
く
を
さ
っ
き

の
生
徒
と
同
じ
所
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
。
周
囲
か
ら
く

す
く
す
笑
い
声
が
聞
こ
え
た
。

当
日
は
授
業
の
始
ま
っ
た
時
か

ら
、
ぼ
く
は
さ
ん
ざ
ん
皆
か
ら

か
ら
か
わ
れ
た
。
衛
生
部
が
倒

れ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
、
あ
か

ん
衛
生
部
や
な
。
藤
山
は
力
の

強
い
や
さ
し
い
人
だ
っ
た
か
ら

何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
た
だ

笑
っ
て
い
た
が
。
Ｉ
町
か
ら

通
っ
て
い
た
Ｙ
は
さ
ん
ざ
ん
ぼ

く
に
悪
態
を
つ
き
、
ぼ
く
の
片

肩
を
つ
き
、
転
が
そ
う
と
さ
え

し
た
。
ぼ
く
は
執
念
深
い
の
だ

ろ
う
か
、　
年
ば
か
り
前
の
こ

７０

と
だ
が
、
今
で
も
あ
り
あ
り
と

覚
え
て
い
る
。
Ｙ
は
養
子
に
行

き
、
Ｔ
と
姓
を
変
え
た
。
２
０

０
５
年
版
の
名
簿
で
は
彼
は
死

亡
者
の
中
に
入
っ
て
い
た
。

　
く
り
返
す
が
丸
尾
さ
ん
は
い

い
方
で
、
ぼ
く
は
大
切
に
し
て

貰
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
ぼ
く
の
ク

ラ
ス
の
教
室
に
ま
で
顔
を
出
し

て
、
そ
の
日
の
会
合
の
こ
と
な

ど
連
絡
し
て
下
さ
っ
た
。
前
に

記
し
た
よ
う
、
３
年
生
の
２
学

期
か
ら
宮
津
町
本
町
に
下
宿
す

る
こ
と
に
な
り
、
丸
尾
さ
ん
は

卒
業
さ
れ
、
横
浜
市
の
貿
易
商

に
勤
め
ら
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
毎

週
１
回
位
の
割
合
で
封
書
の
手

紙
を
下
さ
っ
た
。
内
容
は
日
常

茶
飯
事
の
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
一
度
だ
け
東
京
開
港
の
件

が
主
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の

時
は
ひ
ど
く
怒
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
だ
っ
た
。
お
恥
ず

か
し
い
が
当
時
の
ぼ
く
に
は
内

容
は
判
断
で
き
な
か
っ
た
。
書

体
は
い
つ
も
端
正
な
も
の
だ
っ

た
。
ぼ
く
は
受
験
勉
強
で
忙
し

か
っ
た
が
、
必
ず
悪
筆
で
返
事

を
書
い
た
。

　
松
江
高
校
に
入
り
自
習
寮
に

住
む
よ
う
に
な
り
、
そ
の
頃
か

ら
手
紙
が
絶
え
た
。
何
回
書
い

て
も
返
事
は
な
く
、
ま
た
ぼ
く

の
手
紙
も
住
所
不
明
で
帰
っ
て

く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
前
に

も
引
用
し
た
が
、
昭
和
　
（
１

６３

９
８
８
）
年
発
行
の
同
窓
会
名

簿
を
繰
っ
て
い
て
驚
い
た
。
住

所
は
滋
賀
県
Ｇ
郡
Ｎ
町
、
職
業

袖
ふ
れ
合
う
も
多
少
の

袖
ふ
れ
合
う
も
多
少
の
縁縁

５
月
の
相
談

５
月
の
相
談
室室

　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
協

会
事
務
局
へ
お
申
込
み
下
さ

い
。　
分
間
無
料
。

３０

◆
医
院
・
住
宅
新（
改
）築

　
５
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

１１

　
担
当
＝
園
建
築
士

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
５
月
　
日（
木
）午
後
１
時
～

１９

　
担
当
＝
三
井
生
命
の
Ｆ
Ｃ

◆
法
　
律

　
５
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１９

　
担
当
＝
松
尾
弁
護
士

◆
雇
用
管
理

　
５
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１９

　
担
当
＝
河
原
社
労
士

◆
経
　
営

　
５
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

２５

　
担
当
＝
牧
野
税
理
士 フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 訃
　
報
 

　
岡
田
安
弘
氏
（
享
年
　
、
右

８７

京
）
３
月
１
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

１３日（金）
労災

1０日（火）９日（月）基金
国保

◎◎○

※○は受付日、◎は締切日。

　午前９時～午後５時。

５月のレセプト受取・締切

は
税
理
士
と
あ
っ
た
。
あ
あ
、

丸
尾
さ
ん
は
貿
易
商
を
止
め
て

税
務
署
に
入
ら
れ
、
退
職
後
税

理
士
の
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
た

ん
だ
な
。
い
や
い
や
会
社
勤
め

を
し
な
が
ら
勉
強
を
し
て
資
格

を
取
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
ぼ
く
も
永
年
税
理
士
さ
ん

の
お
世
話
に
な
っ
た
が
、
試
験

は
難
し
い
し
、
ま
た
仕
事
も
激

務
だ
と
聞
い
て
い
る
。
平
成
　１７

（
２
０
０
５
）年
の
名
簿
で
は
死

亡
者
の
中
に
入
っ
て
お
ら
れ

た
。「
袖
ふ
れ
合
う
も
多
少
の

縁
」、
長
い
人
生
の
な
か
、
ふ
と

ふ
れ
合
っ
た
友
情
の
思
い
出
、

人
生
と
は
こ
ん
な
こ
と
で
成
り

立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

告
、
哀
悼
。

谷口　謙（北丹） 　  ＜４６＞

第６３８回（２月１０日） 「他科のための精神疾患について」
講師：高木神経科医院院長　浜垣 誠司氏

精神疾患のプライマリ・ケア

と紹介への留意点を解説

社 保 研

レポート

講
演
す
る
浜
垣
誠
司
氏

　
ど
の
先
生
で
も
専
門
分
野
の

対
応
は
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

が
、
専
門
外
と
な
る
と
苦
慮
す

る
も
の
だ
。
今
回
、
浜
垣
誠
司

先
生
の
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の

ご
講
演
を
拝
聴
し
た
。

　
精
神
科
領
域
の
疾
患
も
、
そ

の
多
く
は
各
診
療
所
が
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
抑
う
つ
症
状

の
あ
る
患
者
の
初
診
は
、
内

科
、
婦
人
科
、
脳
外
科
の
順
で
、

次
に
精
神
科
、
心
療
内
科
と
続

く
。
こ
れ
ら
患
者
の
　
％
に
何

２５

ら
か
の
精
神
医
学
的
な
問
題
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
放
置

さ
れ
れ
ば
、
深
刻
な
事
態
（
自

殺
）
へ
と
発
展
す
る
場
合
も
あ

る
。
１
９
９
８
年
に
自
殺
者
が

年
間
３
万
人
を
突
破
し
て
か

ら
、
十
数
年
続
い
て
い
る
。
こ

れ
ら
自
殺
に
至
っ
た
人
の
　
％
４０

は
、
３
カ
月
前
ま
で
に
、
精
神

科
以
外
の
科
を
受
診
し
て
い
る

と
い
う
（
高
齢
者
で
は
　
％
）。

６０

　
患
者
の
自
殺
リ
ス
ク
の
適
切

な
評
価
や
予
防
は
、
熟
練
し
た

精
神
科
医
に

と
っ
て
も
困
難

を
極
め
る
が
、

プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
医
は
そ
の

リ
ス
ク
を
減
ら

す
べ
く
関
わ
る

と
い
う
役
割
を

持
っ
て
い
る
。

精
神
科
的
治
療
が
必
要
と
感
じ

た
ら
、
い
か
に
う
ま
く
患
者
を

精
神
科
受
診
へ
と
導
く
か
、
精

神
科
と
の
連
携
、
紹
介
が
重
要

と
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
患
者

の
側
に
精
神
科
に
紹
介
さ
れ
る

こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
あ
り
、
憤

慨
し
た
り
、
見
放
さ
れ
た
と
感

じ
る
人
も
い
る
。
ま
た
ど
の
よ

う
な
病
状
な
ら
精
神
科
に
紹
介

す
べ
き
か
、
そ
の
基
準
線
は
、

患
者
と
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
医

と
精
神
科
医
の
相
互
の
信
頼
関

係
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー

ス
で
変
化
し
、
紹
介
閾
値
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。

　
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
医
の
診

断
の
目
安
は
、
①
気
分
障
害
②

不
安
障
害
③
精
神
病
群
④
物
質

関
連
障
害
⑤
器
質
性
と
そ
の
他

の
障
害
―
に
分
け
る
こ
と
で
あ

る
。
　
①
気
分
障
害
は
単
極
性
の
う

つ
病
や
、
双
極
性
の
躁
う
つ
病

が
含
ま
れ
る
。
特
に
双
極
性
の

も
の
は
躁
転
す
る
こ
と
へ
の
注

意
が
必
要
で
あ
り
、
早
期
に
精

神
科
へ
の
紹
介
が
必
要
と
な

る
。
う
つ
病
の
場
合
は
病
状
を

理
解
し
、
治
療
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
不
安
の

軽
減
を
図
る
。
自
殺
の
リ
ス
ク

へ
の
対
処
と
し
て
は
、
希
死
念

慮
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
し
て

確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
あ

る
場
合
は
気
持
ち
を
受
け
止
め

た
、
理
解
し
た
と
い
う
態
度
を

示
し
て
、
速
や
か
に
精
神
科
へ

の
紹
介
が
大
切
で
あ
る
。
患
者

と
約
束
を
す
る
の
も
助
け
に
な

る
。
　
②
不
安
障
害
は
、
パ
ニ
ッ
ク

障
害
、
全
般
性
不
安
障
害
、
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
パ

ニ
ッ
ク
障
害
は
、
動
悸
、
息
苦

し
さ
、
め
ま
い
な
ど
が
あ
る
が

内
科
的
に
は
異
常
は
な
い
。
常

に
不
安
の
続
く
全
般
性
不
安
障

害
は
不
定
愁
訴
と
な
っ
て
表
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
③
精
神
病
群
で
は
、
統
合
失

調
症
が
そ
の
代
表
で
あ
り
、
典

型
的
な
症
状
は
、
主
に
被
害
的

内
容
の
幻
聴
と
妄
想
で
あ
る
。

病
識
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
、

病
気
の
説
明
は
ほ
と
ん
ど
無
理

で
あ
る
が
、
精
神
科
受
診
の
必

要
性
の
説
明
は
行
う
べ
き
で
あ

る
。
　
④
物
質
関
連
障
害
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
や
薬
物
中
毒
が

含
ま
れ
る
。
治
療
は
本
人
の
自

覚
と
摂
取
を
止
め
る
こ
と
以
外

に
は
な
い
。
節
酒
で
は
な
く
断

酒
で
あ
る
。

　
⑤
器
質
性
と
そ
の
他
の
障
害

と
し
て
は
、
認
知
症
や
摂
食
障

害
が
含
ま
れ
る
。
多
く
は
内
科

医
が
対
応
し
て
い
る
が
、
精
神

科
の
関
与
が
求
め
ら
れ
る
の

は
、
徘
徊
、
暴
言
、
拒
絶
な
ど

の
周
辺
症
状
や
せ
ん
妄
が
あ
る

場
合
で
あ
る
。
周
辺
症
状
は
、

覚
醒
意
識
下
で
の
症
状
で
あ

り
、
せ
ん
妄
は
覚
醒
レ
ベ
ル
が

低
下
し
た
状
態
で
の
幻
覚
や
興

奮
で
あ
る
。

　
本
講
演
は
、
自
殺
へ
の
進
展

の
防
止
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、
大

変
有
意
義
な
お
話
で
あ
っ
た
。

自
殺
防
止
の
た
め
に
、
多
忙
な

医
師
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
や

民
間
で
も
様
々
な
取
組
み
が
行

わ
れ
て
き
て
い
る
。
最
近
で

は
、
西
本
願
寺
の
僧
侶
た
ち
が

中
心
と
な
っ
た
電
話
相
談
も
始

ま
る
な
ど
、
社
会
全
般
で
の
活

動
が
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

 
（
上
京
東
部
・
草
田
 英
嗣
）

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

　
い
つ
も
混
雑
し
て
い
る
待
合

室
、
ゆ
っ
く
り
と
話
を
聞
い
て

い
き
、
問
診
と
理
学
所
見
か
ら

的
確
に
診
断
す
る
。
検
査
や
投

薬
は
必
要
最
小
限
、
ム
ン
テ
ラ

で
安
心
さ
せ
て
、
だ
ら
だ
ら
と

通
院
さ
せ
な
い
。
ま
た
自
分
の

専
門
外
だ
と
判
明
し
た
ら
、

さ
っ
さ
と
他
院
を
紹
介
す
る
。

一
日
に
診
る
患
者
の
数
は
限
ら

れ
、
出
来
高
の
積
み
上
げ
の
み

で
は
大
し
た
診
療
報
酬
が
つ
か

な
い
。
あ
ま
り
待
ち
時
間
が
長

い
と
、
患
者
離
れ
も
心
配
で
あ

る
。
　
対
照
的
に
、
忙
し
い
か
ら
と

診
察
券
だ
け
置
い
て
、
他
の
用

事
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
薬
だ
け

を
も
ら
い
に
来
る
患
者
や
、
毎

日
一
向
に
変
わ
ら
な
い
治
療
を

繰
り
返
し
、
文
句
も
言
わ
ず
に

世
間
話
を
楽
し
む
お
年
寄
り

に
、
何
度
で
も
初
診
の
ご
と
く

採
血
や
画
像
検
査
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。
最
終
診
断
は
先
送
り
、

治
療
開
始
の
遅
れ
や
合
併
症
が

生
じ
れ
ば
、
通
院
期
間
は
長
き

に
わ
た
る
。
経
営
的
に
は
件
数

も
保
険
点
数
も
う
な
ぎ
上
り
で

あ
る
。
普
段
は
治
療
成
績
よ
り

も
患
者
の
満
足
度
を
重
視
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
二
人
の
医
者
が

い
た
と
す
る
。
赤
ひ
げ
タ
イ
プ

と
実
業
家
タ
イ
プ
と
呼
ん
で
お

こ
う
。
実
際
の
臨
床
で
、
こ
こ

ま
で
典
型
的
な
人
物
は
い
な
い

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
い
ず
れ

も
、
あ
る
意
味
で
う
ま
い
医
者

で
あ
る
と
同
時
に
、
あ
る
種
へ

た
な
医
者
で
あ
る
。
冗
舌
な
医

者
と
寡
黙
な
医
者
が
時
と
場
合

に
よ
っ
て
、
そ
の
立
場
が
逆
転

す
る
の
と
同
様
に
。
長
年
医
者

を
や
っ
て
い
る
と
、
初
診
の
患

者
で
あ
っ
て
も
本
当
に
何
を
必

要
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て

ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
治

療
す
れ
ば
満
足
す
る
の
か
、
問

診
や
診
察
の
中
で
読
み
取
る
技

術
を
習
得
す
る
。
し
か
し
必
ず

し
も
患
者
の
希
望
が
最
良
の
医

療
と
は
限
ら
な
い
。

　
現
在
、
総
合
医
あ
る
い
は
総

合
診
療
医
の
養
成
が
叫
ば
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
診
療
科
目

が
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
を
考

え
る
前
に
、
日
常
診
療
で
少
し

試
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
。

多
少
う
が
っ
た
見
方
か
も
し
れ

な
い
が
、
常
に
二
人
の
医
者
、

す
な
わ
ち
赤
ひ
げ
と
実
業
家
に

な
り
す
ま
し
、
互
い
に
自
問
自

答
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
？
　
そ
れ
こ
そ
が
全
人
医
療

へ
の
入
り
口
で
あ
り
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
の
極
意
に
通
じ
る
扉

か
も
し
れ
な
い
。

 

（
伏
見
・
古
家
 敬
三
）

う
ま
い
医
者
と
へ
た
な
医
者

　厚労省は、被災地以外の医療機関
が被災地から透析患者の転院を受入
れたが、設備不足等により当該患者
が他医療機関を受診した際、入院料
は減算しないとした事務連絡を、４
月８日発出した（詳細はグリーン
ペーパー４月号に掲載）。東京協会
等の要望が実現した。他医療機関受
診による入院料減算の影響は大き
く、京都協会でも問題視してきた。
今回の取扱いは東日本大震災に伴う
ものに限定されるが、厚労省が一定
不合理を認めたこととなり、他医療
機関受診規制の根本的な見直しに繋
がることを期待したい。

入院料減算は行わず
透析目的の他医療機関受診
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